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山形県理学療法士会会長

高　橋　俊　章

会 長 の コ ラ ム会 長 の コ ラ ム会 長 の コ ラ ム

ブータンの国王夫妻の来日の際に、国民総幸

福量という言葉が広く知られるようになりまし

た。ブータンでは幸福を示す尺度として住居、

健康、文化活動など多数の指標を設けていると

いいます。誰もが幸福でありたいと願い生きて

いると思います。内閣府の研究会も、幸福度指

標の試案を発表しました。「幸福度指標」作成

の意味は、「幸せ」に光を当てることによって、

これまで政策などにおいて焦点化されてこな

かった「個々人がどういう気持ちで暮らしてい

るのか」に着目することにあり、具体的には、国、

社会、地域が人々の幸福度を支えるにあたり良

い点、悪い点は何かを明らかにすること。その

上で社会全体の幸せを深めていく前に国、社会、

地域が何処を目指そうとしているかといった点

を皆で議論し、考えを深めるための手がかりを

提供することであると考えられています。

私はこの発想に同調します。リハビリテー

ションの分野においても、この考えをさらに深

めていくべきではないかと思います。しかし、

「幸福」は個人の価値観に深く根ざしたもので

あり、人の幸福感は見た目では分からないのが

ほとんどです。これを数値化してリハビリに生

かす作業は容易なことではないかもしれませ

ん。まずは生き方から考えていくべきかと思っ

ています。

　精神科医の佐々木正美先生は、「人間の本当

の幸福は、相手の幸せのために自分が生かされ

ていることが感じられる時に味わえるものであ

る。自分の幸せばかり追求することによって得

られる幸せなど、本当の幸福では決してない。」

と言っておられます。人の役に立つ幸せ、人に

感謝される幸せ、人に良いことをした時の幸せ、

誰かに必要とされる幸せ、人といっしょに味わ

う幸せがあります。

私もこの考えが好きです。つらいと自分のこ

とを考えてしまいがちですが、相手のことを思

いやることができるということは、本当は幸せ

だと思います。相手が、家族であったり、患者

さまであったりしますが、その人の希望に答え

られることに幸福を感じる人になりたいと思い

ます。大変だと思う時こそ、目の前にいる人の

幸せを考え働くことが、自分が幸せになること

かもしれません。


